
１６
年
度
か
ら
積
極
的
に
推
進

す
る
行
政
経
営
改
革
に
つ
い
て
、

そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

行
政
経
営
改
革
が

求
め
ら
れ
る
背
景

本
市
が
取
り
組
む
行
政
経
営

改
革
は
、「
行
政
を
経
営
す
る
」

と
い
う
新
し
い
視
点
に
立
っ
て
、

本
市
の
行
政
運
営
の
仕
組
み
そ

の
も
の
を
変
え
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

こ
の
改
革
は
、
今
日
の
社
会

経
済
環
境
の
急
激
な
変
化
や
市

民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
的
確
に

対
応
し
、
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
行
政
を
築
き
上
げ
る
た
め

に
行
う
も
の
で
す
。

か
つ
て
は
通
達
行
政
と
い
う

言
葉
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

自
治
体
は
、
国
が
立
案
し
た
政

策
に
基
づ
い
て
、
決
め
ら
れ
た

業
務
を
間
違
い
な
く
行
う
こ
と

が
主
な
責
務
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
自
治
体
が
行
う

仕
事
は
、
法
令
や
通
達
に
従
っ

て
、
事
業
を
進
め
る
際
の
手
続

き
や
プ
ロ
セ
ス
、
事
務
処
理
の

適
正
さ
な
ど
に
運
営
の
重
点
が

置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

予
算
に
つ
い
て
も
、
当
初
の
計

画
通
り
執
行
さ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
が
問
題
と
さ
れ
、
事
業
の

実
施
に
よ
り
、
市
民
に
と
っ
て

の
成
果
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
、

と
い
う
視
点
が
十
分
で
は
な
か

っ
た
面
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

地
方
分
権
の
進
展
に
伴
い
、

市
は
、
自
ら
の
責
任
と
判
断
で

地
域
の
実
情
に
合
っ
た
政
策
を

考
え
、
実
施
し
、
そ
の
結
果
に

つ
い
て
も
責
任
を
負
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
民
生
活
が
複
雑
・
多
様
化

す
る
中
で
、
行
政
の
提
供
す
る

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
が
、
い
か
に

市
民
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
も
の
で

あ
る
か
、
ま
た
、
そ
れ
に
よ
っ

て
市
民
満
足
度
が
ど
れ
だ
け
向

上
し
た
の
か
が
、
成
果
と
し
て

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
た
め
、
市
が
政
策
を
立

案
し
た
り
、
事
業
施
策
を
実
施

す
る
に
際
し
て
も
、
行
政
だ
け

で
一
方
的
に
進
め
る
の
で
は
な

く
、
市
民
が
広
く
参
画
す
る
こ

と
に
よ
り
、
市
民
の
意
見
が
十

分
に
反
映
さ
れ
た
も
の
に
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
の
内
部
に
お
い
て
も
、
各

担
当
部
門
が
権
限
と
責
任
を
持

っ
て
、
市
民
に
と
っ
て
の
最
適

な
事
業
施
策
の
選
択
を
行
う
こ

と
、
ま
た
、
行
政
が
持
っ
て
い

る
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
、
情
報

と
い
う
経
営
資
源
を
い
か
に
効

果
的
に
配
分
す
る
か
と
い
う
こ

と
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
「
行
政
経
営
」

型
の
行
政
運
営
に
速
や
か
に
転

換
す
る
こ
と
こ
そ
、
現
在
の
自

治
体
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
で
あ

る
と
い
え
ま
す
。

行
政
経
営
の
理
念

今
回
、
行
政
経
営
改
革
に
着

手
す
る
に
あ
た
っ
て
、
本
市
の

行
政
経
営
の
理
念
を
「
限
ら
れ

た
経
営
資
源
を
最
大
限
に
活
用

し
、
市
民
満
足
度
の
高
い
行
政

運
営
を
行
う
」
こ
と
と
し
ま
し

た
。こ

れ
は
、
新
し
い
公
共
経
営

理
論
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
、

そ
の
核
心
は
、
企
業
に
お
け
る

経
営
理
念
、
手
法
、
成
功
事
例

な
ど
を
可
能
な
限
り
行
政
部
門

に
導
入
し
、
そ
の
効
率
化
・
活

性
化
を
図
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
基
本
的
な
考
え

方
は
、
次
の
４
つ
の
視
点
に
ま

と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
市
民
満
足
度
の
追
求

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
受
け
手

（
利
用
者
）
で
あ
り
、
納
税
者

で
も
あ
る
市
民
の
満
足
度
を
最

大
に
す
る
こ
と
。

②
成
果
主
義
の
徹
底

市
民
に
と
っ
て
目
に
見
え
る

形
で
具
体
的
な
成
果
を
示
せ
る

こ
と
。

③
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
活
用

民
間
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
の
可
能
性
が
あ
れ
ば
、
可
能

な
限
り
民
間
に
任
せ
る
こ
と
。

④
庁
内
分
権
（
権
限
委
譲
）

の
推
進

管
理
部
門
か
ら
事
業
部
門
に

権
限
を
委
譲
し
、併
せ
て
役
割
、

権
限
と
責
任
の
明
確
化
を
図
る

こ
と
。

行
政
経
営
改
革
の

計
画
概
要

（
１
）
計
画
の
期
間

平
成
１６
年
度
か
ら
市
の
第
３

次
総
合
計
画
の
後
半
期
間
に
入

り
ま
す
が
、
次
期
総
合
計
画
の

開
始
時
（
平
成
２１
年
度
）
に
は
、

新
し
い
行
政
経
営
体
制
が
整
っ

て
い
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
１６

年
度
か
ら
２０
年
度
ま
で
の
５
か

年
を
計
画
期
間
と
し
ま
し
た
。

（
２
）
計
画
の
進
捗

こ
の
計
画
に
基
づ
く
取
組
み

を
進
め
る
中
で
、
常
に
進
捗
状

況
を
把
握
し
、
取
組
項
目
の
追

加
や
取
組
年
度
の
変
更
な
ど
、

計
画
の
見
直
し
を
随
時
行
う
も

の
と
し
ま
す
。

（
３
）
計
画
の
体
系

行
政
経
営
改
革
を
推
進
す
る

に
あ
た
っ
て
、「
行
政
経
営
型
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
確
立
」
と
「
参

画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
」
の
二
つ
の
柱
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

前
者
は
、
人
事
、
組
織
、
予

算
な
ど
行
政
内
部
の
経
営
資
源

を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
の
仕

組
み
や
制
度
な
ど
を
取
り
扱
う

も
の
で
す
。
ま
た
、
後
者
は
、

市
民
、
地
域
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

事
業
者
な
ど
多
様
な
主
体
で
公

益
を
担
う
社
会
に
お
け
る
参
画

・
協
働
の
行
政
運
営
に
関
す
る

も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
項
目
の
体
系
と
全

体
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
下
図

の
と
お
り
で
す
。

（
４
）
取
組
内
容

〈
経
営
資
源
の
有
効
活
用
〉

本
市
の
持
つ
経
営
資
源
（
ヒ

ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報
）
を

効
果
的
に
配
分
す
る
た
め
の
仕

組
み
を
作
り
ま
す
。

市
の
行
政
活
動
（
政
策
・
施

策
・
事
務
事
業
・
公
共
事
業
）

に
つ
い
て
の
客
観
的
な
評
価
を

も
と
に
最
適
な
事
業
の
選
択
と

資
源
配
分
を
行
う
仕
組
み
を
作

り
ま
す
。

こ
の
評
価
シ
ス
テ
ム
を
核
と

し
て
、
成
果
主
義
の
観
点
か
ら

組
織
に
お
け
る
目
標
を
管
理
す

る
シ
ス
テ
ム
や
財
源
の
最
適
配

分
を
行
う
新
予
算
シ
ス
テ
ム
の

ほ
か
、
人
材
の
育
成
・
活
用
を

図
る
人
事
シ
ス
テ
ム
、
資
産
の

効
率
的
管
理
を
図
る
資
産
管
理

シ
ス
テ
ム
な
ど
が
相
互
に
連
携

す
る
仕
組
み
を
作
り
ま
す
。

ま
た
、
民
間
活
力
・
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
用
す
る
た
め
、
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
の
推
進
や
新
し
い

事
業
手
法
の
導
入
を
進
め
る
た

め
の
指
針
や
実
施
計
画
を
策
定

し
ま
す
。

〈
行
政
経
営
推
進
体
制
の
整

備
〉行

政
経
営
型
の
行
政
運
営
の

仕
組
み
を
効
果
的
に
推
進
す
る

た
め
、
そ
の
基
盤
と
な
る
体
制

を
整
備
し
ま
す
。

市
と
し
て
の
経
営
能
力
や
政

策
形
成
能
力
の
向
上
を
図
る
た

め
、
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

確
固
た
る
も
の
と
す
る
と
と
も

に
、
行
政
組
織
を
フ
ラ
ッ
ト
化

す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
的
資
源

の
有
効
活
用
と
意
思
決
定
の
迅

速
化
を
図
り
、
よ
り
機
動
的
な

組
織
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

外
郭
団
体
の
抜
本
的
見
直
し
や

入
札
・
契
約
制
度
の
改
革
を
行

い
、
効
率
的
な
行
政
運
営
を
目

指
し
ま
す
。

〈
市
民
と
の
情
報
共
有
と
透

明
性
の
高
い
市
役
所
づ
く
り
〉

参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
前
提

と
な
る
、
市
民

と
の
情
報
共
有

を
図
る
仕
組
み

づ
く
り
と
透
明

性
の
高
い
市
役

所
を
作
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
を
利
用
し

た
積
極
的
な
情

報
の
発
信
、
市

民
の
声
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
や

市
民
満
足
度
ア

ン
ケ
ー
ト
の
実

施
に
よ
り
、
市

政
に
関
す
る
情
報
の
共
有
化
を

進
め
る
と
と
も
に
、
広
く
市
民

の
声
（
提
案
・
要
望
・
意
見
な

ど
）
を
行
政
運
営
に
反
映
さ
せ

る
仕
組
み
な
ど
を
作
り
ま
す
。

ま
た
、
監
査
機
能
の
専
門
性
・

独
立
性
の
充
実
を
図
る
た
め
、

外
部
監
査
の
導
入
を
目
指
し
ま

す
。

〈
参
画
と
協
働
の
手
法
の
確

立
〉参

画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
の
基
本
指
針
づ

く
り
と
市
民
参
画
の
た
め
の
手

法
を
整
備
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
指
針
の
条
例
化
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
市

民
参
画
の
各
種
手
法
の
検
討
と

制
度
化
を
行
い
、
そ
の
効
果
的

な
運
用
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

当
面
の
財
源
不
足
対
策

本
市
の
財
政
状
況
は
、
一
層

厳
し
さ
が
増
し
、
国
の
地
方
交

付
税
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
抑

制
や
扶
助
費
の
増
大
な
ど
に
よ

り
、
平
成
２０
年
度
ま
で
に
約
３

２
１
億
円
の
財
源
不
足
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
財
源
不
足
に
対
処
す
る

た
め
、
平
成
１６
年
度
に
具
体
的

な
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

行
政
経
営
改
革
の
内
容

を
ま
と
め
た
「
行
政
経
営

改
革
基
本
計
画
」
に
つ
い

て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
て
い
る
ほ
か
、

政
策
担
当
課
（
０
７
９
８

・
３
５
・
３
４
８
５
）
で

も
配
付
し
て
い
ま
す
。

行政経営改革の取組項目体系
・政策評価／施策評価／事務事業評価／公共事業評価

・目標管理システム

・新予算システム／財務会計システムの再構築

・アウトソーシング推進指針及び実施計画

・ＰＦＩ等の新事業手法に関する導入指針

・広域連携事業の拡充

・公の施設管理の民間開放（指定管理者制度の活用）

・公共施設の効率的な維持管理システム／既存施設の有効
活用

・人事評価制度／職員意見提出制度

・任期付任用職員の活用／人材育成システムの確立

・政策形成の場の確立／行政経営アドバイザーによる支援

・グループ制の拡大と政策目的に対応した組織編成

・外郭団体等の経営改革

・電子入札等の入札・契約制度改革

・市政情報の提供

・市民の声データベース

・市民満足度アンケートの実施

・外部監査制度（包括外部監査）の導入

・（仮称）市民参画条例の制定

・市民参画手法の運用

（１）最適な事業の選択と資源配分を
可能とする評価システム

（２）成果を重視する目標管理システム

（３）財源の最適配分が可能となる予算
システム

（４）民間活力・ノウハウの活用

（５）広域連携の活用

（６）施設の効率的運用を図る資産管理
システム

（７）人材を育成し、最大限に活用する
人事システム

（１）トップマネジメントの確立

（２）目的指向型のフラット型組織

（３）外郭団体等の抜本的見直し

（４）入札・契約制度改革

（１）情報公開から情報提供へ

（２）市民満足度の把握

（３）監査制度の充実

（１）参画と協働によるまちづくりに
関する基本指針の条例化

（２）新たな参画と協働の手法の
研究・検討と制度化

行政経営改革に着手

市市民民満満足足度度のの高高いい
行行政政運運営営をを目目指指ししてて

１経営資源の有効活用

２行政経営推進体制の
整備

１市民との情報共有と
透明性の高い市役所
づくり

２参画と協働の手法の
確立

Ⅰ
行
政
経
営
型

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
確
立

Ⅱ
参
画
と
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

新新
しし
いい
行行
政政
経経
営営
体体
制制
のの
構構
築築

行行政政方方針針特特集集

�
市市
民民
満満
足足
度度
のの
向向
上上

【
理
念
】
限
ら
れ
た
経
営
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
、
市
民
満
足
度
の
高
い
行
政
運
営
を
行
う

平成１６年（２００４年）３月２５日 （４）
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